
     

 

 

 

  

 

 

 

 

TRANSITION  TO  HEALTH (０７５)  

 “ 新型コロナウイルス感染 ① ” 

～ ７番目の新型コロナウイルスの「生物兵器疑惑」 ～ 

はじめに 
武漢発の新型コロナウイルス感染が日本でも拡大傾向を見せている。去る２月１７日、加藤厚生労働大臣が『感染相談

や受診の目安』を公表した。その数日後、大井川周辺に住む南米人から、「新型コロナ」について

日本人医師の立場から話をしてほしいとの相談を受け、カトリック教会の牧師らの計らいで、2 月

２３日（日）に牧之原市のとある集会場で講演することとなった。静岡県中部に住む南米人の多く

は、日本のニュース・報道番組を視ることはほとんどなく、WEBサイトや You Tube

で、母国語での情報を得ているのがふつうであり「日本で今、何が起こっているのか？」

「自分たちはどうしたらいいのか？」と困惑している様子であった。当日は午後 7 時

から 2 時間程度、通訳を交えてブラジル人・ペルー人を対象に講演した。 

★ 日本の報道に恐怖・不安を感じるも、在静南米人は楽観的？ 

2 月２３日午前８時の時点では、中南米での新型コロナ感染者はまだひとりも出ていなかった。               

当日マスクを着けて集会場を訪れたのは、私と通訳の妻だけであった。（講演会終了後

の軽食を準備していた女性たちはキッチンでマスク・手袋をしていたが・・・） 

言葉の壁のある日本という異国の地での「新型コロナウイルス騒動」の勃発、非常に

不安に感じている人もいれば、カトリック信者ゆえに「神を信じているから大丈夫」

「あなたは神を信じていないの？」という楽観的な人も大勢いた。 

「新型コロナ」は ７番目のコロナウイルス 
コロナウイルスはインフルエンザ以外の冬の風邪（普通感冒）の病原体の 1 つで、

決して珍しいものではない。「インフル

エンザでなくて良かった」と安心し、胸

を撫で下ろしたあの時の風邪はもしか

したら「コロナ」だったかもしれない、ということである。毎年、変異した

新たな型のコロナウイルスが出現し、普通感冒として蔓延し、免疫力が低下

した一部の高齢者は重症化して、致死的なものであったかもしれない。 
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武漢発・新型コロナウイルスは自然発生？ それとも「生物兵器」？   
現在（2 月末）、複数の欧米メディアが「新型コロナウイルスは武漢のウイルス研究所から漏れた可能性がある」と報

じている。スイスのバイオテクノロジー会社の某ウイルス学者は「人工的に作られた痕跡がある」と。米国の某科学者

は「９０～９５％の確率で人為的に改造された非常に危険な合成ウイルスだ」と発言。中国の研究チームは「アジア人

男性がアジア人女性の 2 倍、白人や黒人男性の 5 倍の確率

で新型コロナウイルスに感染しやすい」と発表した。 

発生源・漏洩元については、中国科学院武漢病毒研究所「武

漢Ｐ４研究室」との情報や武漢疾病予防管理センター

（WCDC）との情報もある。しかし、常識的に考えて、中国

人が「白人よりも中国人などのアジア人に感染しやすいウイ

ルスを開発する動機はないであろうと思われるのだが・・・。     

2 月 1 日インドのデリー大学の研究者が「武漢で発生した

新型コロナウイルスの遺伝子を調べた結果、他のコロナウイルスには存在しない 4 種の配列を発見した」「自然界には

通常存在し得ない不自然な組成で、HIV と同一もしくは一致するところがある」と発表。また、インド工科大学の研究

者も「新型コロナウイルスには、４つの他のエイズウイルスのタンパク質が組み込まれている」と発表。CIA 絡みの医

療関係筋は「新型コロナウイルスはアジアに対する生物兵器攻撃である」と断定して、その最終的な狙いは「中国経済

の破壊」と「中国の国際的孤立」であると主張している。もちろん、「自然発生」であるという発表もないわけではない。 

新型コロナウイルスは一体どこから？ （アメリカ軍が武漢に持ち込んだ？ ） 
2 月 5 日、新型コロナウイルスの開発に関わったと思われるカナダの微生物学者 Dr. F. P.氏が「ケニアのナイロビ滞

在中に突然死した（暗殺？）」とのニュースが報じられた。彼は世界的に有名な HIV 研究者で、鳥インフルエンザや SARS、

エボラの騒動の時にもよく名前が挙がっていた著名な学者である。また、それよりも少し早い 1 月末には、米国司法省

が「米国の某大学のとある学部長 Dr. C. L.氏と 2 人の中国人研究者を“ ２１種類の生物学的研究（人工ウイルス）を

中国に密輸しようとした罪 ”で起訴した」と発表した。発表によると、Dr, C. L 氏は 2011 年に、所属大学に無許可

で、中国の武漢理工大学の「戦略科学者」となり多額の報酬を受けていた。また、Dr, C. L.氏と共に起訴された中国人

科学者の 1 人は、中国人民解放軍の軍人であることを隠して、米国の別の大学で研究を続けていたとも発表した。 

また、ある情報ではカナダの研究室からコロナウイルスを盗み、武漢の研究室で生物兵器にアップグレードし、その

後、米国のエージェントが、武漢研究所に潜入、ウイルスの開発に関与し、そのコロナウイルスのサンプルを盗み出し、   

武漢の鮮魚市場と動物市場で拡散させたという。また、2019 年 10 月 18 日より武漢市で第７回世界軍人運動大会（世

界軍人オリンピック）が開催されていたが、参加した 369 人のアメリカ軍人の中に 5 人の体調不良を訴えた選手がお

り、「輸入伝染病」として隔離治療を受けて 11 月初旬に退院していた。その後、武漢市内で謎のウイルスが蔓延してい

った。中国政府が「アメリカ軍が持ち込んだ」と主張するゆえんである。2019 年 12 月からアメリカで猛威を振るっ

ていたインフルエンザは「実はこの謎のウイルス・新型コロナではないのか？」という疑惑の目も向けられている。 

技術的にはウイルスを合成できる時代･･･人工アルマゲドン（Armageddon）? 
 「新型コロナウイルスは自然発生的なものではなく生物兵器である」という情報が世界に広く浸透しつつあるように

思われるのだが、これを「陰謀論」として眉をひそめる日本人は多いと思われる。今回、大井川周辺のカトリック信者

を対象に講演する機会を得たが、カトリック信者の中には、新約聖書に予言されているように「アポカリプス」の時代

に入ったと認識している人も多い。私も「大きな時代の転換点」であると思っている。多くのウイルス学者・専門家は

「SARS は対中国兵器」「09pdmは対ヒスパニック（中南米から米国への不法移民）」「MARS はイスラエルに対抗す

る対アラブ勢」そして「新型コロナは SARS の改良型で対中国（当初は！）」の生物兵器であると主張している。 

おわりに  
英国・王室筋や米国・国防総省筋は「新型コロナウイルスをはじめとする一連の不穏な動きは 1 月末に迎えた『アメ

リカの対外支払い期日』と深く関係している」と話している。アメリカ（ワシントン D.C.）の『対中国不渡り』によ

り、米中経済戦争が勃発、とりあえず支払い期限が 2 月半ばまで延期されたというが、どうなったのだろうか？ 

TRANSITION  TO  HEALTH        （理事長・医師  丸山 正明） 


